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各
都
道
府
県
を
代
表
す
る
高
校
生
が

集
ま
り
、美
術
作
品
の
展
示
や
演
劇
、音

楽
の
舞
台
発
表
な
ど
、芸
術
、文
化
を
披

露
す
る
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

（
以
下
、全
国
総
文
祭
）。文
化
部
の
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
と
称
さ
れ
る
本
大
会
の
写
真

部
門
に
、本
市
在
住
の
山
崎
永え

愛な

、愛ま
な

花か

が
姉
妹
そ
ろ
っ
て
出
場
を
果
た
し
た
。

　

双
子
と
し
て
生
ま
れ
、東
和
中
で
は

卓
球
部
に
所
属
。以
前
か
ら
カ
メ
ラ
へ

興
味
が
あ
っ
た
永
愛
と
共
に
、愛
花
も

写
真
部
の
体
験
入
部
に
参
加
し
た
。き

れ
い
な
写
真
と
優
し
そ
う
な
先
輩
た

ち
。早
々
に
入
部
を
決
め
た
二
人
へ
、両

親
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
二
台
の
一

眼
レ
フ
カ
メ
ラ
が
、彼
女
ら
の
活
躍
の

原
動
力
に
な
る
。

　

迫
桜
高
写
真
部
の
活
動
は
、撮
っ
た

作
品
に
対
し
て
部
員
同
士
、意
見
を
出

し
合
う
こ
と
が
メ
イ
ン
。辛し

ん

辣ら
つ

な
意
見

に
も
耳
を
傾
け
、反
省
と
改
善
を
繰
り

返
し
な
が
ら
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
日
々

が
続
く
。部
活
動
以
外
の
時
間
も
、カ
メ

ラ
を
の
ぞ
き
込
む
時
間
が
大
半
を
占
め

た
。プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
二
台
の
一
眼

レ
フ
カ
メ
ラ
は
、永
愛
と
愛
花
、お
互
い

を
被
写
体
と
し
て
、フ
ィ
ル
タ
ー
の
奥

に
写
し
続
け
た
。

　

全
国
総
文
祭
へ
の
出
場
は
、本
大
会

前
に
開
か
れ
る
県
総
文
祭
で
の
上
位
入

賞
が
条
件
。一
学
年
上
の
先
輩
が
出
場

し
た
全
国
総
文
祭
を
目
標
に
取
り
組
ん

で
き
た
永
愛
の
作
品
が
昨
年
、県
総
文

祭
で
銀
賞
を
受
賞
す
る
。入
部
か
ら
一

年
。二
年
生
な
が
ら
全
国
総
文
祭
へ
の

切
符
を
手
に
し
た
。

　

二
人
は
、顧
問
の
菊
池
純じ

ゅ
ん

先
生
と
共

に
佐
賀
県
で
開
か
れ
た
全
国
総
文
祭

へ
。全
国
で
の
入
賞
は
逃
し
た
永
愛
。そ

の
作
品
の
横
に
並
ん
だ
全
国
入
賞
作
の

数
々
に
、二
人
は
目
を
奪
わ
れ
た
。

　
「
悔
し
い
」―
。

　

帰
宅
後
す
ぐ
、翌
年
の
全
国
入
賞
を

目
標
に
し
た
作
品
へ
取
り
か
か
っ
た
。

　
「
私
た
ち
の
作
品
は
、お
互
い
を
被
写

体
に
し
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
。姉
妹
だ

か
ら
こ
そ
、全
て
を
説
明
し
な
く
て
も

撮
り
た
い
構
図
を
共
感
し
合
え
る
。最

高
の
被
写
体
が
最
も
近
く
に
い
て
く
れ

る
こ
と
が
、私
た
ち
の
作
品
の
一
番
の

強
み
」と
胸
を
張
っ
て
話
す
永
愛
の
言

葉
に
、愛
花
が
笑
顔
で
う
な
ず
い
た
。

　

今
回
の
出
展
作
品
で
あ
る
永
愛
の

「
覗（
の
ぞ
）く
」に
は
愛
花
の
目
を
、愛

花
の「
静
寂
」に
は
永
愛
の
手
を
。集
大

成
に
な
っ
た
今
作
に
も「
一
番
の
強
み
」

は
生
か
さ
れ
た
。

　

県
総
文
祭
に
集
ま
っ
た
４
０
４
点
の

作
品
。そ
の
中
か
ら
、永
愛
が
金
賞
、愛

花
が
銀
賞
に
輝
く
。二
人
そ
ろ
っ
て
全

国
総
文
祭
へ
の
出
場
を
決
め
た
ほ
か
、

学
校
部
門
で
も
迫
桜
高
が
学
校
史
上
初

め
て
県
の
頂
点
に
立
っ
た
。

　

全
国
総
文
祭
は
、感
染
症
拡
大
防
止

の
た
め
モ
ニ
タ
ー
審
査
に
。愛
花
の「
静

寂
」は
、紙
に
印
刷
す
る
こ
と
で
映
え
る

よ
う
な
構
図
で
制
作
さ
れ
て
い
る
。「
モ

ニ
タ
ー
審
査
と
聞
き
、正
直
絶
望
し
た

が
、永
愛
の
作
品
は
モ
ニ
タ
ー
で
も
き

れ
い
に
見
え
る
の
で
は
と
期
待
し
た
」

と
愛
花
が
話
す
と
お
り
、鮮
や
か
な
色

合
い
が
評
さ
れ
、永
愛
の「
覗（
の
ぞ
）

く
」が
奨
励
賞
を
受
賞
。三
年
間
の
集
大

成
が
目
標
を
達
成
し
た
。

　

卒
業
後
は
、別
々
の
道
に
進
む
予
定

の
二
人
。二
台
の
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
に

は
、二
人
の
成
長
の
記
録
と
努
力
の
結

晶
が
詰
ま
っ
て
い
る
。

Zoom Up Tome 2020

Special

Craft
　小さい頃から物作りが好きだった水野は、高校入学後、
美術部へ入部。入部当初は絵を描いていたが、美術の授業
で立体制作の面白さに目覚め、絵画から分野を変えた。昨
年の夏の終わりから１月の県高校美術展に向けて制作を
開始。コンセプトが決まらず悩む中、顧問の阿部和

かず

弘
ひ ろ

先生
から「生活の中にある大事なものに目を向けたらどうだ」
と助言を受ける。飼い猫「ミミ」が伸びをする何気ない姿
が頭に浮かんだ。
　作品は粘土を焼いて作る。主役の猫を焼いたとき、事件
が起きた。猫の腹部が粉々に割れていたのだ。「制作を諦
めてもおかしくないくらいの破損。それでもこの作品に
懸ける彼女の気持ちは強かった」と阿部先生が振り返る
ように、水野は一つ一つ破片をかき集め丁寧に修復して
いった。完成した作品は、県高校美術展約500作品から優
秀賞を受賞し、全国総文祭に出展される10点に選ばれた。
その知らせに涙があふれた。「作りたいものを作っただ
け。作品を見た人が笑顔になってくれればうれしい」と話
す水野の創作活動はこれからも続く。
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Zoom Up Tome 2020 Special

Athletics
Pole
Vault

　昨年はインターハイで４㍍70㌢と自己記録を更新し
た小泉。続く東北新人陸上競技選手権では早々に優勝
を決め、４㍍81㌢に挑戦した。小泉の体がバーの上空を
捉える。惜しくもバーは落下し記録には残らなかった
が、確かな手応えと自信が芽生えた。
　県総体中止により小泉の挑戦の場は失われたもの
の、代替大会優勝で締めくくった。「心残りはあるが、競
技を通して人前が苦手な自分を変えられた。良い環境
で良い仲間と練習できたこと、代替大会を開催してい
ただいたことなど、全てに感謝したい」―。幾度となく
感謝の言葉を重ねる小泉に、大人の自覚が垣間見えた。

Canoe
Sprint

　インターハイの中止が決まり３年生が引退していく
中、女子では１人部活に残った加藤。２年生唯一の女子
部員伊澤に「一緒に頑張ろう」と声を掛けた。
　県高総体代替大会が決まり、２人はペアを組んだ。
「加藤のリードで良い方向にまとまっていった」と工藤
大
ひろ

将
ま さ

監督。一発決勝のレースは２位のまま終盤に差し
掛かると加藤のスイッチが入る。「加藤が練習ではやら
なかったピッチで漕いだのを伊澤がしっかり合わせ１
位でゴールした姿には正直、感動した」と工藤監督は振
り返る。加藤はシングルも１位。実力を見せつけた。加
藤の背から学んだことを伊澤が引き継いでゆく。

Kendo
　剣道を始めた中学からこれまで、思うような成績は
残せていなかった藤原。それでも「練習が嫌だと思った
ことは無い」と剣道への情熱は人一倍あった。「相手の
動きに合わせて素早く打ち込めるのが自分の武器」。最
後の試合に向け日々技を磨いた。代替大会は、勝っても
負けても１試合だけ。静と動、攻め方を変えながら得意
の面を２本決め圧勝。強さだけではなく、体の動き、技
の美しさが総合的に認められ優秀選手賞に選ばれた。
「剣道を通していろいろな人とのつながりができた。こ
こまでやってこられたのは周りの支えのおかげ。」周囲
への感謝で高校最後の大会を振り返った。

Archery
　昨年、インターハイに出場した先輩の背を目にし、自
分たちも必ず同じ舞台に上がると強く決心した。「自分
たちは本番に弱いチーム」と冷静に分析していた部長
の菅原。それを補うため、矢を射った数だけは他のどの
チームにも負けないように、風雨の中でも練習を重ね
た。大会当日は雰囲気に飲まれないよう精一杯声を出
し合った。納得いく射撃ではなかったものの、練習量が
実を結び団体で優勝。個人でも全員が好成績を収めた。
　「卒業後も全員アーチェリーを続ける予定なので、み
んなで練習を続けていきたい」と、４人はそろって白い
歯をのぞかせた。
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は
っ
と
エ
フ
エ
ム
の
表
記「
Ｈ

＠
！
Ｆ
Ｍ
」は
、「
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ（
幸

せ
）」の
頭
文
字
と
、場
所
や
位
置

を
表
す
記
号「
＠
」、発
見
を
意
味

す
る
記
号「
！
」を
組
み
合
わ
せ
て

作
ら
れ
て
い
ま
す
。「
幸
せ
は
あ
な

た
の
は
っ
と
す
る
そ
ば
に
あ
る
」

―
。地
元
の
良
さ
に
気
づ
く
こ
と

で
、幸
せ
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
と

い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
、「
Ｈ
＠
！

Ｆ
Ｍ
」と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。　

行政、地域イベント情報をラジオから

市の情報をタイムリーに受信

特集  思いがつながる76.7MHz

　自動車整備会社を営んでおり、作業中
にはっとエフエムを聞いています。
　仕事中でも、行政からのお知らせや地
域のイベント情報を耳で知ることがで
き、助かっています。仕事の予約状況が天
気によって変わることがあるので、はっ
とエフエムから流れる詳しい天気情報が

役立ちますね。
　私自身も出演したことがある「Saturday 
Nova!」は、市内にどんな人がいるか知る
ことができ、よく聞いています。これから
も馴染みあるパーソナリティの皆さんが
発信する市内のさまざまな情報に、耳を
傾け続けたいと思います。

　はっとエフエムは、毎日、車や仕事の合
間に聞いています。忙しい時でも、音声で
市の情報が得られ、助かっています。リク
エストした曲が流れる瞬間はとてもうれ
しく、多いときは１日に３回くらいメッ
セージを投稿したこともありました。
　震災の時に、登米市で働いていた親と

連絡が取れなくなった南三陸町の高校生
を預かったことがありました。その子の
情報をはっとエフエムで放送してもら
い、避難所で聞いていた親と無事に再会。
コミュニティ放送の存在の大きさを目の
当たりにしました。今後もためになる情
報の発信を期待しています。

災害時、ラジオの大切さを目の当たりに

　

開
局
か
ら
10
年
を
迎
え
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送「
登
米
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
エ
フ
エ
ム（
通
称
・
は
っ

と
エ
フ
エ
ム
）」。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
と
は
、

１
９
９
２
年
に
制
度
化
さ
れ
た
超

短
波
放
送（
Ｆ
Ｍ
）用
の
周
波
数
を

使
用
す
る
市
町
村
な
ど
の
限
ら
れ

た
エ
リ
ア
を
放
送
対
象
に
し
た
ラ

ジ
オ
放
送
で
す
。限
ら
れ
た
エ
リ

ア
で
放
送
す
る
た
め
、地
域
に
特

化
し
た
情
報
が
発
信
さ
れ
る
こ
と

が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
の
特
徴
。

は
っ
と
エ
フ
エ
ム
で
も
、行
政
情

報
や
文
化
・
生
活
情
報
な
ど
、地

域
に
密
着
し
た
情
報
を
日
々
発
信

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、台
風
や
地
震
な
ど
の
災

害
時
に
は
、避
難
場
所
や
被
害
状

況
な
ど
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
知
ら

せ
る
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

　

は
っ
と
エ
フ
エ
ム
を
聞
い
た
こ

と
の
あ
る
人
の
割
合
を
示
す
聴
取

率
で
は
、93
％
の
人
が
「
聞
い
た

こ
と
が
あ
る
」と
回
答（
２
０
１
９

年
時
点
）。

　

そ
の
中
で
も
、「
毎
日
聞
く
」と

回
答
し
た
人
は
27
・
３
％
、「
平

日
の
み
聞
く
」と
回
答
し
た
人
が

17
・
２
％
、「
土
日
の
み
聞
く
」と

回
答
し
た
人
は
２
・
７
％
と
、５
割

近
い
人
が
日
常
的
に
は
っ
と
エ
フ

エ
ム
を
聞
い
て
い
ま
す
。

　

10
年
前
、開
局
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、「
全
国
は
っ
と
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」や「
登
米
市
産
業
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」、「
県
総
合
防
災
訓

練
」、「
三
陸
縦
貫
自
動
車
道
登
米

東
和
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開
通

式
」な
ど
で
模
擬
放
送
を
重
ね
、経

験
を
積
み
ま
し
た
。登
米
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
エ
フ
エ
ム
チ
ー
フ
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
の
佐
藤
万ま

里り

子こ

さ
ん
は

「
当
時
は
、ス
タ
ッ
フ
の
中
に
も
ラ

ジ
オ
に
詳
し
い
人
が
ほ
と
ん
ど

い
な
く
て
、何
が
分
か
ら
な
い
の

か
も
分
か
ら
な
い
状
態
。申
請
書

類
一
つ
作
る
に
も
四
苦
八
苦
で
し

た
」と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

２
０
１
０
年
４
月
４
日
、佐
沼

一
市
通
り
に
建
て
ら
れ
た
本
社
兼

ス
タ
ジ
オ
で
、は
っ
と
エ
フ
エ
ム

の
放
送
が
ス
タ
ー
ト
。「
開
局
直
後

は
、リ
ス
ナ
ー
の
皆
さ
ん
か
ら
い

た
だ
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
い
ろ
い

ろ
と
学
ば
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

は
っ
と
エ
フ
エ
ム
は
地
域
の
優
し

さ
に
支
え
ら
れ
、育
て
て
も
ら
っ

た
ラ
ジ
オ
な
ん
で
す
」と
支
え
て

く
れ
た
皆
さ
ん
へ
感
謝
の
言
葉
を

口
に
し
ま
す
。ス
タ
ッ
フ
だ
け
で

な
く
、み
ん
な
で
支
え
、聞
く
人
の

優
し
さ
に
よ
っ
て
今
の
は
っ
と
エ

フ
エ
ム
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
は
っ
と
エ
フ
エ
ム
の
開
局
に

は
大
き
く
二
つ
の
思
い
が
込
め
ら

れ
て
い
る
ん
で
す
」と
話
す
佐
藤

さ
ん
。一
つ
は
当
時
、近
い
将
来
必

ず
来
る
と
言
わ
れ
て
い
た
大
き
な

地
震
に
備
え
る
た
め
の
情
報
発
信

力
の
向
上
。そ
し
て
も
う
一
つ
は
、

合
併
し
て
５
年
を
経
過
し
、市
民

ひ
と
り
ひ
と
り
が
、登
米
市
民
と

し
て
一
体
感
を
持
っ
て
過
ご
し
て

い
け
る
よ
う
に
な
る
こ
と
。中
田

町
の
イ
ベ
ン
ト
を
米
山
町
に
住
ん

で
い
る
人
が
知
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
。登
米
町
に
ど
ん
な
人
が

い
る
の
か
を
迫
町
の
人
に
知
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
。ま
ち
と
ま
ち

の
つ
な
が
り
を
活
性
化
さ
せ
る
こ

と
で
、一
体
感
を
生
み
出
し
た
い
。

合
併
し
た
九
つ
の
ま
ち
を
一
つ
に

と
い
う
思
い
が
開
局
に
結
び
付
き

ま
し
た
。

　

11
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災

後
、市
内
に
６
つ
の
中
継
局
が
整

備
さ
れ
、今
で
は
市
内
の
ど
こ
で

も
は
っ
と
エ
フ
エ
ム
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。ラ
ジ
オ
を
通
し
て

同
じ
情
報
を
み
ん
な
で
共
有
す
る

こ
と
が
で
き
る
。は
っ
と
エ
フ
エ

ム
は
、地
域
と
地
域
、人
と
人
を
つ

な
ぐ
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

生
放
送
が
多
く
市
民
に

寄
り
添
っ
た
局
と
し
て
評
価

地
域
の
優
し
さ
に

育
て
て
も
ら
っ
た
ラ
ジ
オ
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聞
く
人
の
こ
と
を
思
い
、さ
ま

ざ
ま
な
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る

は
っ
と
エ
フ
エ
ム
。

　

タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
一
つ
と
っ
て

み
て
も
、そ
の
思
い
は
垣
間
見
え

ま
す
。例
え
ば
、車
で
の
移
動
が
多

い
地
域
事
情
に
合
わ
せ
て
、出
勤
、

退
勤
の
多
い
時
間
帯
に
は
、現
在

の
情
報
を
伝
え
ら
れ
る
生
放
送

を
。一
つ
一
つ
の
番
組
、一
つ
一
つ

の
コ
ー
ナ
ー
、更
に
は
発
す
る
言

葉
の
一
言
一
句
に
至
る
ま
で
、マ

イ
ク
の
向
こ
う
側
に
い
る
リ
ス

ナ
ー
へ
向
け
た
ス
タ
ッ
フ
の
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

取
材
の
中
で
印
象
的
だ
っ
た
言

葉
は「
地
域
の
優
し
さ
に
育
て
て

も
ら
っ
た
ラ
ジ
オ
」―
。電
波
が
運

ぶ
も
の
は
、音
声
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

地
域
を
支
え
、地
域
に
支
え
ら

れ
る
ラ
ジ
オ「
は
っ
と
エ
フ
エ

ム
」。登
米
に
し
か
で
き
な
い
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
の
か
た
ち
が
こ

こ
に
あ
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
繰

り
返
さ
れ
る
放
送
の
中
で
、か
た

ち
を
変
え
な
が
ら
よ
り
良
い
も
の

へ
。

　

ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
が
そ
ろ
っ

て
口
に
す
る
の
は「
地
域
に
寄
り

添
う
ラ
ジ
オ
」。76
・
7
の
周
波
数

は
、こ
れ
か
ら
も
地
域
を
つ
な
ぎ

続
け
ま
す
。

　はっとエフエムの特徴は、登米市
に関わる人にとって、必要な情報を
発信する報道としての面が強いとこ
ろです。
　「情報」には、社会的情勢など幅広
い内容をお知らせする「地域へ向け
た情報」と、身近な出来事をお知らせ
する「地域内の情報」の２種類があり
ます。その２つのバランスを考えな
がら、聞いている人にとってために
なるコミュニティ放送を目指してい
ます。
　皆さんが知っている通り、災害時、
情報は特に重要なものです。私が気

仙沼市のケーブルテレビに勤めてい
た時の話です。気仙沼市に隣接して
いる地区でタンクローリー車が横
転。タンク内の重油が、気仙沼市内を
流れる川にも流入し、一時住民の飲
み水が使えなくなりました。民放で
は、事故の状況を伝える報道がほと
んどでしたが、私たちは、給水車の位
置情報や炊き出しの時間など、地域
の住民が今、必要としている情報を
最優先に放送。はっとエフエムが開
局して一年後に起きた東日本大震災
でも、マニュアルに沿った呼び掛け
ではなく、そのときに必要な情報を

タイムリーに発信することを心掛け
ました。震災が発生したのが昼間の
時間帯だったので、まずは車を安全
な場所に停車させることを呼び掛け
ました。地域や時間帯を考え、緊急時
に発信する情報を変化させ、地域の
人たちを安心させることが、地域情
報に特化したコミュニティ放送の役
割だと考えています。
　緊急時こそ、必要とされる存在に。
はっとエフエムはこれからも、地域
の皆さんに寄り添った放送を目指
し、より良い番組づくりに励んでい
きます。

　私の番組は、リスナーさんからメッ
セージをいただくコーナーが多いのが特
徴です。方言でメッセージを送ってくれ
る人もいますし、登米市に住んでいる私
が知らなかったイベントなどの情報を教
えてもらうことも。自分自身も楽しみな
がら放送させてもらっています。
　私と同じように、今までは気付かな
かった地元のいいところを知ってもらえ
るように、これからも登米の情報を伝え
ていきたいです。

　はっとエフエム開局の少し前から、岩
手県でラジオに携わっていましたが、今
は生放送中でもすぐにリスナーさんから
メッセージをいただけるので、皆さんと
の距離をとても近く感じられています。
　この仕事を通して、自分自身が以前よ
りも災害や防犯情報などに詳しくなれま
した。リスナーさんにもそういった地域
の必要な情報を届けられる「寄り添える
番組」を目指してこれからも番組を制作
していきたいと思います。

　朝の時間帯の番組を担当しているの
で、皆さんが聞いていて楽しいと思える
ような番組づくりを心掛けています。小
さな子どもでも楽しめるよう、童謡や占
いのコーナーもあります。
　先日、劇団どんちょうの会として、ラジ
オドラマに挑戦。声だけで演じることは
難しかったですが、心を込めて言葉を届
けることの大切さを学びました。この経
験を、離れていても心が通じ合うような
番組づくりに役立てていきたいです。

　「Saturday Nova!」内の「こんにちは！
お登米さん」は、市内にゆかりがある人
に話を聞く人物紹介コーナー。これまで
290を超える人たちに登場してもらいま
した。石巻市で生まれ育った私ですが、地
元愛あふれる皆さんの話から今まで知ら
なかった登米の魅力をたくさん学び、今
ではこのまちを身近な存在に感じていま
す。これからもかゆいところに手が届く
ような、聞いている人のためになる放送
を目指したいと思います。

さ
ま
ざ
ま
な
世
代
が

楽
し
め
る
番
組
に

皆
さ
ん
の

た
め
に
な
る
情
報
を

登米コミュニティエフエム
代表取締役兼局長

斉藤 惠
け い

一
い ち

さん

1959年生まれ。大学卒業後、
ケーブルテレビ「気仙沼テレ
ビ放送」に入社し、20 年近く放
送番組を制作。現在は、登米コ
ミュニティエフエム局長を務
めながら、登米情報紙「仙北郷
土タイムス」を発行している。

新
し
い
発
見
を

皆
さ
ん
と
と
も
に

聞
い
て
い
る
人
に

寄
り
添
え
る
番
組
へ

地域住民の役に立つ
災害に強いラジオを目指して

特集  思いがつながる76.7MHz
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参加者は、個人防護具の着脱順や手指消毒の仕方など、二次感染
が広がらないためのノウハウを学びました。

　「介護保険施設等感染防御スタッフ研修」は８月18、
25日、９月１日の３日間、登米市民病院で開かれ、介護
保険施設の職員など47人が参加しました。
　研修では、登米保健所職員や登米市民病院、県看護協
会登米支部の看護師らを講師に、介護施設などで感染
症の疑いがある入所者や濃厚接触者が発生した際、適
切に感染管理できるよう、個人防護具の着脱方法やエ
リアを明確に分けるゾーニングの基本的な考え方につ
いて実技を交えながら講義。ケアハウス登米の千葉由

ゆ

理
り

さんは、「感染が広がらないよう、気を付けて対策し
ていきたい」と意識を新たにしました。

　登米小学校（児童187人、岩渕達
たつ

郎
ろ う

校長）と登米高等学
校（生徒307人、佐々木真

ま

由
ゆ

美
み

校長）が８月５日、災害時
の避難場所などに関する協定を結びました。
　協定は、地震や大雨、火災などの災害が発生した際
に、児童・生徒の避難場所として相互の施設を提供する
もの。隣接した地理関係を生かし、今まで以上に両校の
子どもたちが安心して学校生活を送れることを願い実
現しました。この協定により、登米高は登米小への新し
い避難経路を設けることができ、登米小は校庭の近く
で火災などがあった際に、登米高へ避難することなど
ができるようになります。

協定は登米高の提案により実現。学校の垣根を超え、助け合いな
がら、安全安心な教育現場を目指します。

　「登米総合産業高等学校合同展」は、７月31日から８
月９日までイオンタウン佐沼で開かれ、写真部13人、美
術部32人、家庭部17人の作品93点が展示されました。
　登米総合産業高等学校合同展は、新型コロナウイル
ス感染症拡大防止のため、作品発表の場を失った生徒
たちに発表する機会を与えたいと同校で企画。３年生
にとっては部活動の集大成となる展示会になりまし
た。展示を見た只野信

のぶ

子
こ

さん（72）＝中田町新田＝は「作
品から色んな才能を感じました。絵の題材や写真の構
図など、アイデアが豊かで素晴らしいですね。」と作品
の完成度に驚いていました。

来場者は、パネルに飾られた高校生の感性あふれる作品に買い物
の足を止めて見入っていました。

中田総合体育館の壁をスクリーン代わりに、映画「すみっコぐら
し とびだす絵本とひみつのコ」が上映されました。

　「夏休み親子映画観賞会」（宝江コミュニティ運営協
議会主催、田島幹

みき

雄
お

会長）は８月７日、宝江ふれあいセ
ンターと中田総合体育館の駐車場で開かれ、約50組の
親子が映画を鑑賞しました。
　今年で16 回目を迎える映画鑑賞会は、新型コロナウ
イルス感染症予防対策のため、初めて車中で鑑賞でき
るドライブインシアターとして開催。家族４人で映画
を鑑賞した佐々木遙

はる

斗
と

くん（11）＝中田町神畑＝は「最
初は車の中から映画を見るのが変な感じだったけど、
自分たちだけの空間で好きな物を食べながら楽しく映
画を見ることができました」と感想を話しました。

　「カブトムシ相撲大会」（米川地域振興会主催、佐藤裕
ゆう

孝
こ う

会長）は８月２日、米川公民館で開かれ、米川地域の
児童９人が参加しました。
　大会は、地域の魅力を学び、地元への愛着につながる
ことを目指した米川愛着プロジェクトの一環として開
催。はじめは恐る恐るカブトムシに触っていた児童も、
カブトムシに思いを込めて競技を繰り返すうち、親し
みをもって触れるようになりました。ブロック優勝し
た亀卦川友

ゆ

愛
あ

さん（７）＝東和町米川２区＝は「苦手な
虫もいるけど、カブトムシは好き。自分のカブトムシが
勝ったときはうれしかったです」と笑顔を見せました。

大会は、相撲の部と木登りの部２種目を２ブロックに分けて開催。
児童たちは、カブトムシを競い合わせ、夏を楽しみました。

参加者からは、教育環境の整備や子育て支援、災害対策など幅広
い分野にわたって、さまざまな意見が出されました。

　第二次登米市総合計画基本計画の見直しに向けて意
見を交換する「タウンミーティング」が８月４、７の両
日、市内３会場で開かれ、34人が参加しました。
　第二次登米市総合計画は、平成28年度から令和７年
度までの10年間を計画期間にした市のまちづくり指
針。策定から５年が経過し、社会経済情勢の変化を踏ま
えて基本計画を見直しするため、昨年度から検討を重
ねてきました。当日は、見直し内容について市職員から
説明。その後、見直し案を踏まえ、これからのまちづく
りなどについて市長と参加者で意見交換をしました。
今後、意見を参考に基本計画の最終案を策定します。
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❹
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保護者が仕事、病気
その他の理由で昼間家庭にいない、
市内小学校に在籍する児童

❶平日＝放課後～午後６時30分
❷長期休業日、土曜日、振替休業日＝
午前７時30分～午後６時30分

日曜日、祝日、年末年始
※原則、インフルエンザ、台風などに
よる学校閉鎖や緊急事態が発生した
場合は、学校と同じように閉所しま
す

申込書などの必要書類を
各児童クラブに提出してください

10月15日（木）～30日（金）
10月１日（木）から各

児童クラブで配布します
無料（教材費、保険料やお

やつ代などは個人負担になります）
詳しくは、各児童クラ

ブまで問い合わせください

❶
❷
❸ ▶

▶

▶
▶

☎

▶
▶

☎

　行政相談は、国や県、市などへの意
見、要望などの相談に行政相談委員が
無料で応じ、その解決や実現をお手伝
いするものです。
　右記の日程で特設行政相談所を開設
しますので、お気軽に利用ください。ま
た、行政相談は、総務省行政相談セン
ター「きくみみ宮城」でも随時受け付け
ています。

総務省行政相談センター
☎0570（090110）

　

令
和
３
年
登
米
市
成
人
式
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
と
し
て
、会
場
内
の
密
集
・
密
接

を
避
け
る
た
め
、午
前
と
午
後
の

２
部
制
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に
よ
り
、

式
典
内
容
を
変
更
ま
た
は
中
止
と

す
る
場
合
に
は
、市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

令
和
３
年
１
月
10
日（
日
）

▼
第
１
部
＝
佐
沼
、新
田
、登
米
、

石
越
、南
方
中
学
校
の
出
身
者
お

よ
び
学
区
在
住
者
／
午
前
11
時
30

分
開
式（
受
付
＝
午
前
10
時
30
分

〜
11
時
20
分
）

▼
第
２
部
＝
東
和
、中
田
、豊
里
、

米
山
、津
山
中
学
校
の
出
身
者
お

よ
び
学
区
在
住
者
／
午
後
３
時
開

式（
受
付
＝
午
後
２
時
〜
２
時
50

分
）

登
米
総
合
体
育
館（
と
よ

ま
蔵
ジ
ア
ム
）

平
成
12
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
13
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
、市
内
の
中
学
校
を
卒
業
ま

た
は
令
和
２
年
９
月
１
日
現
在
、

市
内
に
住
所
が
あ
る
人

※
対
象
者
以
外
で
市
成
人
式
に
出

席
を
希
望
す
る
人
は
、申
し
込
み

が
必
要
で
す

※
対
象
者
に
は
、11
月
に
案
内
状

を
送
付
し
ま
す
。案
内
状
が
12
月

上
旬
ま
で
に
届
か
な
い
場
合
は
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

教
育
委
員
会
教
育

部
生
涯
学
習
課（
生
涯
学
習
推
進

係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
９
８☎
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◉電話番号
　♯8000
（プッシュ回線の固定電話、
携帯電話から）

　☎ 022 (212) 9390
（プッシュ回線以外の固定電
話、PHSから）

◉相談時間
　毎日午後７時～翌朝午前８時

休日・夜間診療案内は下記の
番号です（24時間対応）
　☎ 0229 (24) 2267

☎

　

☎

㊐
☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊐
☎ ☎

◉

◉ ☎
☎

☎

　

☎

◉診療科目　内科、外科、小児科　※原則応急処置まで
診療時間など、詳しくは問い合わせください。
【問い合わせ】石巻市夜間急患センター（石巻赤十字病院敷地内）☎0225（94）5111

㊌

㊍

㊋

☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎

  ◉日曜日：受付時間9:00～16:30
  ◉夜間：小児（６歳以上）の診察を希望す 
　る場合はご連絡ください
  【問い合わせ】登米市民病院
  ☎0220（22）5511

 ▶

着
用
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す市

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
事
務
局（
南
方
子
育
て
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
８

　
「
地
域
で
育
児
の
手
助
け
が
で

き
る
人
」（
協
力
会
員
）と「
育
児
の

手
助
け
が
必
要
な
人
」（
利
用
会

員
）を
援
助
す
る
フ
ァ
ミ
サ
ポ
事

業
で
は
、協
力
会
員
と
し
て
活
動

で
き
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
居
住
し
て
い
る
心
身
と

も
に
健
康
な
20
歳
以
上
の
人
で
、

市
が
主
催
す
る
協
力
会
員
講
習
会

を
受
講
す
る
こ
と
で
、協
力
会
員

に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

10
月
16
日（
金
）午
前
10
時

30
分
〜
午
後
３
時
15
分

市
役
所
南
方
庁
舎（
２
階

大
会
議
室
）

10
月
９
日（
金
）ま
で

に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

無
料

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
対
策
の
た
め
、検
温
と
マ
ス
ク

ま
つ

ろ
う

ひ

け
つ

ま
さ

と

医療局経営管理部
経営管理課（人事係）
〒987-0511 登米市迫町
佐沼字下田中25
（登米市民病院内）
☎0220（21）6888

10月25日（日）
登米市民病院 地域医療連携センター（多目的ホール）
小論文試験、人物（面接）試験、健康診断、資格調査

申込書を医療局経営管理部経営管理課へ提出してください。申込書
は、９月18日（金）から経営管理課で配布するほか医療局ホームページからダウンロード
できます。郵便で請求する場合は、封筒の表に「（職種名）採用試験申込書請求」と朱書き
し、宛先を明記し120円切手を貼った返信用封筒（Ａ４版が入る大きさ）を必ず同封してく
ださい。

９月18日（金）～10月16日（金）午前８時30分～午後５時15分［平日］
※郵送の場合は、受付期間中の消印のものに限ります

11月６日（金）に合格者の受験番号を市および医療局ホームページに掲示し、
全員に結果を郵送で通知します
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迫
　迫町ジュニア・リーダー「青びっき」の技術研修会（迫町子
ども会育成連絡協議会主催、佐々木順

じゅん

会長）は８月８日、迫
公民館で開かれ、ジュニア・リーダー７人が参加しました。
　研修会ではボランティアサークル「ぴぃす☆かんぱにぃ」
から講師を招き、子どもが楽しめるゲームやダンスなどを
学びました。参加者は、「コロナが落ち着き、今後活動できる
ようになったときに学んだ技術を生かしたい」と今後の活
動に向けて意欲をみせました。

登米
　「登米町わらすこかたり隊による声掛け運動」（登米町
老人クラブ連合会主催、佐藤政

まさ

孝
たか

副会長）は8月20日、登
米小学校周辺で実施され、13人が参加しました。
　声掛け運動は交通安全への意識向上が目的。隊員は、校
門、交差点など小学校の周辺５カ所で、交通安全啓発のの
ぼり旗を設置して、児童に交通安全や熱中症の注意を呼び
掛けました。隊員の親身な呼び掛けに、児童は元気よくあ
いさつしていました。

東和
　「北上川川下り大冒険」（米谷公民館主催）は８月23日、上
沼船着き場を会場に開かれ、16人が参加しました。
　参加者はオールの使い方などボートの操作方法について
指導を受けた後、カヌーとローボートに乗り込み北上川に
漕ぎ出しました。ほとんどの参加者が初体験の川下りでし
たが、講師に教わりながら、少しずつ操作に慣れ、水上散策。
参加者からは、また来年も参加したいという感想が多く寄
せられました。

中田

豊里
　「令和２年度東北防犯協会連絡協議会長・東北管区警察局
長連名表彰授与式」は８月24日、登米警察署で開かれ、森脇
崇
たかし

登米警察署長から豊里地区防犯指導隊（中沢文
ふみ

博
ひろ

隊長）
へ褒状が授与されました。
　同指導隊は平成18年２月に発足し、コミュニティ団体な
どと連携して計画的でかつ積極的な防犯活動を推進してき
ました。中沢隊長は「安全で安心なまちづくりに、なお一層
尽力していきたい」と力強く述べていました。

石越
　「第16回登米市石越地区対抗野球大会」（石越地区体育
協会主催、千葉惇

あつ

夫
お

会長）は、8月15、16の両日、石越総合運
動公園野球場で開かれ、約110人が参加しました。
　お盆の恒例行事になっている野球大会は石越地区の住民
の他、中学生以上の地区出身者も出場が可能。今年は6チー
ムによるトーナメント戦で競い合いました。焼けるように
暑い炎天下での試合でしたが、暑さに負けない活力あふれ
る試合を繰り広げました。

津山
　講話「政宗の弟小次郎と傅

もり

役
やく

小原縫
ぬ

殿
い

（之
の

）助
すけ

について」は
８月４日、津山公民館で開かれ、13人が参加しました。
　講話は半澤秀

ひで

雄
お

氏を講師に開催。半澤氏は白石市の生ま
れで、小原氏の居城が家の近くにあったことから興味を持
ち研究を始め、津山町にある小次郎と養育係の縫殿（之）助
の墓も何度か訪問しています。小次郎の生死については諸
説あり、他に兄弟が生存しているとの持論を講話。参加者は
430年前の伊達家の出来事に思いをはせていました。

米山
　「米山町世代交流野球大会」（同実行委員会主催、千葉貴

たか

広
ひろ

実行委員長）は８月13日、米山町吉田運動場で開催され約
80人が参加しました。
　米山地区では、毎年お盆の時期に行政区野球大会を開い
ていましたが、今年は参加人数を減らし、20歳代～40歳代
を世代ごとに４チームに分けて開催。熱い声援の中、気迫こ
もった真剣勝負が展開され、参加者は試合を通して交流を
深めました。

南方
　東郷地区コミュニティ推進協議会（伊藤幹

みき

生
お

会長）では、
自然環境づくり事業として準絶滅危惧種に指定されている
国
こく

蝶
ちょう

オオムラサキの飼育に取り組んでいます。
　オオムラサキの幼虫は夏から秋にかけて成長し、落ち葉
の中で越冬して６月下旬から羽化。今年は25匹が飼育ハウ
ス内を飛び交う様子が東郷公民館の利用者を楽しませまし
た。これからも、より多くの幼虫が羽化できるようにオオム
ラサキが過ごしやすい環境づくりを目指します。

TOWNS TOPICS

　「夏の交通事故凍結（アイス）大作戦」（中田町交通安全団
体連絡協議会、小野寺篤

あつ

朗
ろう

会長）は８月１日、中田町宝江の
カフェレストラン「花蓮」前で実施され、佐沼警察署や、交通
安全関係団体から28人が参加しました。
　凍結（アイス）大作戦は７月21日から８月20日までの夏
の交通事故防止運動の一環として実施。交通事故を凍結し
ようとアイスシャーベットや交通安全啓発チラシをドライ
バーに配り、交通安全意識の高揚を呼び掛けました。
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☎
☎
☎

利用者の声や図書館のイベントなどをお知らせします

　10月27日から11月９日までの２週間は読書週
間です。たくさんの本に触れ、読書の秋をお楽し
みください。

　2019年に出版された児童書（絵本）の展示。
10月23日（金）～11月13日（金）

午前９時～午後５時
約200冊

　読書週間中、本を５冊以上借りた人に手作り
のペーパーエコバックまたはブックカバーをプ
レゼント。なくなり次第終了となります。

登米図書館 ☎0220（52）5330

　市広報紙では、これまで３歳児健康診査（集団
健診）でむし歯がなかった子の写真を撮影し、「む
し歯のない子」のコーナーに掲載していました。
しかし、新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め、３歳児健康診査の歯科健診が個別健診となっ
たことを受け、当面の間は写真を募集して、掲載
していくことにしました。
　３歳児健康診査に係る個別歯科健診でむし歯
がなかった場合は、ぜひお子さんの写真をお寄せ
ください。
※応募方法など詳しくは、３歳児健康診査対象の
家庭に送付するお知らせを確認ください

まちづくり推進部まちづくり推進
課（広報係）　☎0220（22）2147
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201７年９月25日生まれ
中田町・加賀野二　正史さんの次男

くん（２歳）

お兄ちゃんとおしゃべりが大好きな
伊織くん。これからもすてきな笑顔で
元気いっぱい遊ぼうね。

Young
Monthly Hot Communication

　180㌢でB型です。
　東京農業大学で家業の養豚会社

に生かせる経営学を学びながら、駅伝部に所
属し箱根駅伝出場を目指しています。大学で
は、農業に関する国際経済など最先端の情報
を学び、将来は稲邉畜産３代目社長として活
躍したいと考えています。

　我慢強いです。高校から大学
まで強豪校で駅伝競技を続けてきました。毎
日20㌔㍍以上走っているので、我慢強さなら
誰にも負けません。

　今は、新型コロナウイルス感染症
の影響で学校が休校になり、実家にいるので、
毎日豚の世話をしています。父は１年を通し
て休みなく働いているので、少しでも力にな
れたらと思い手伝っています。

　旅行が好きです。昨年は夏休みを
利用して、アムトラックという長距離列車で
40日間かけてアメリカを横断する旅をしま
した。30時間以上列車の中にいることもあり、
国土の広さに圧倒されました。広大な国土で
生きる人たちは心も広かったですね。

　礼儀正しく、しっかりした
人が理想です。あと、顔のかわいい人ですか
ね（笑）。

　農業は、技術があっ
ても経営の知識が無いとしっかりした運営
ができません。来年の春に大学を卒業する予
定なので、卒業後は経営に関する学校に進学
し、経営のノウハウを学びたいです。

　将来、会社経営を通
して経済面で地域を活性化し、育ててもらっ
た登米市を盛り上げたいです。

Monthly Hot Communication

Child

2020年４月15日生まれ
豊里町・川前　美沙さんの長女
コロナに負けず、幸せいっぱい、元気
いっぱいに育ってね。

歌うことや踊ることが大好きな音花。
これからも音花らしく元気いっぱい
大きくなってね。

責任感と思いやりを持って
　私の将来の夢は、医療関係の仕事に就く
ことです。私の周りには、看護師さんや助産
師さんがいます。その人たちを見ると「人を
助ける仕事はすごく格好いいなあ、ああい
う人になりたいなあ」と思います。その人た
ちの格好よくて優しい姿から、この仕事を
目指すようになりました。
　最近、新型コロナウイルス感染症の影響
で医療関係の人たちが命をかけて患者さん
を助けようとしている場面をテレビで見ま
す。自分がいつ、どこで感染するか分からな
い状況でも、責任を持って当たり前のよう
に患者さんを助けようとする姿が格好よく
て、ヒーローみたいだなと思いました。
　私も、医療関係者を含め新型コロナウイ
ルス感染症の対応に奮闘する皆さんのよう
に、責任感と思いやりを持って困っている
人を救いたいです。そのために、医療関係の
仕事に就き、たくさんの人を笑顔にし、幸せ
にしたいです。

❶ ❷ ❸ ❹ ❺ ❻ ❼
❽

電子申請：
https://www.shinsei.elg-front.jp/miyagi/uketsuke/dform.do?acs=212IdolMyHome

ちゃん（１歳）

201８年12月４日生まれ
石越町・第十三　怜さんの長女

ちゃん（５カ月）
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出
会
い
は
青
年
会
の

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

だ
っ
た
ね
。

お
ど
な
し
そ
う
だ
な
っ
て

思
っ
た
よ
。真

面
目
そ
う
な
人
だ

な
っ
て
思
っ
た
ね
。

勤
め
が
忙
し
く
て
新
婚
旅

行
も
な
が
っ
た
。退
職
前
に
ハ
ワ

イ
旅
行
し
た
の
は
い
い
思
い
出
だ

な
。北
海
道
も
良
が
っ
た
ね
。

農
家
仕
事
は
、初
め
て

の
こ
と
だ
ら
け
で
大
変
だ
っ
た
ね
。

農
作
業
し
な
が
ら
の
子
育
て
は
大

変
だ
っ
て
聞
い
た
け
ど
苦
に
は
思

　　　

「
ふ
る
さ
と
っ
て
」

　

石
越
を
離
れ
て
は
や
50
年
に
な

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。当
時
は
ま

だ
鈍
行
も
急
行
列
車
も
あ
っ
て
、

帰
省
の
際
は
夜
行
列
車
を
よ
く
利

用
し
ま
し
た
。新
幹
線
が
走
り
、在

来
線
の
本
数
が
少
な
く
な
っ
て
か

ら
も
、帰
省
の
際
の
玄
関
口
は
や

は
り
石
越
駅
な
ん
だ
と
い
う
思
い

が
あ
っ
て
、仙
台
駅
で
在
来
線
に

乗
り
換
え
た
も
の
で
し
た
。　

　

私
が
小
さ
い
時
の
遊
び
の
テ
リ

ト
リ
ー
は
、地
区
内
の
さ
ら
に
狭

い
範
囲
で
し
た
。小
学
２
年
ま
で

は
分
校
の
複
式
学
級
で
学
び
、３

年
か
ら
本
校
に
通
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
で
も
テ
リ
ト
リ
ー
は
変
わ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。冬
は
す
ぐ
そ
ば

の
堤
防
で
そ
り
滑
り
、夏
は
近
く

の
川
や
迫
川
で
の
水
泳
。そ
の
と

き
に
は
何
人
か
の
大
人
た
ち
が
監

視
に
つ
い
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま

Monthly Hot Communication

One's Home

わ
な
が
っ
た
ね
。

と
に
か
く
真
面
目
。自

分
の
意
見
を
貫
く
人
。

お
ど
な
し
い
よ
。今
で
も

き
か
な
ぐ
な
い
ね
。

家
の
中
の
こ
と
は
妻
に
任

せ
る
こ
と
だ
ね
。

信
頼
す
る
こ
と
か
な
。

意
見
が
違
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
け

ど
、け
ん
か
は
な
が
っ
た
よ
。

近
く
に
住
ん
で
い
る
２
人

の
孫
が
、学
校
の
帰
り
に
寄
っ
て

く
れ
る
の
が
う
れ
し
い
ね
。２
人

と
も
野
球
を
や
っ
て
い
て
、応
援

に
行
く
の
が
楽
し
み
だ
ね
。

い
つ
ま
で
も
元
気
に
孫
の
追
っ
掛
け
を

す
。今
こ
う
し
て
幼
少
年
期
を
振

り
返
っ
て
あ
ら
た
め
て
思
う
こ
と

は
、「
あ
れ
し
ち
ゃ
だ
め
」「
こ
れ
は

い
け
な
い
」な
ど
と
言
わ
れ
た
こ

と
が
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

実
際
は
あ
っ
た
は
ず
で
し
ょ
う
が

子
ど
も
に
構
っ
て
い
ら
れ
な
い
余

裕
の
な
さ
な
の
か
、お
か
げ
で
比

較
的
自
由
で
し
た
。現
在
は
環
境

が
大
き
く
変
わ
り
、生
活
は
便
利

に
な
り
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
の

環
境
は
と
い
う
と
、制
約
だ
ら
け

で
少
し
か
わ
い
そ
う
な
く
ら
い
で

す
。も
っ
と
お
お
ら
か
に
と
思
う

の
で
す
が
、も
ろ
も
ろ
の
環
境
を

考
え
る
と
な
か
な
か
難
し
い
と
こ

ろ
で
す
ね
。

　
「
ふ
る
さ
と
＝
田
舎
」と
思
わ
れ

が
ち
で
す
が
、決
し
て
そ
ん
な
事

は
な
く
、自
分
自
身
の
心
の
あ
り

よ
う
の
原
点
が「
ふ
る
さ
と
」な

の
だ
と
私
は
考
え
ま
す
。生
ま
れ

育
っ
た
土
地
の
状
況
や
環
境
は

日
々
変
化
し
ま
す
が
、心
の
内
に

培
っ
た
も
の
は
、未
来
永え

い

劫ご
う

変
わ

ら
な
い
も
の
だ
と
私
は
確
信
し
て

い
ま
す
。こ
れ
か
ら
社
会
へ
と
巣

立
つ
人
た
ち
が
、そ
の
後
に
味
わ

う
で
あ
ろ
う
満
足
感
、挫
折
感
、そ

の
と
き
に
心
の
内
に
占
め
る
感
情

の
中
で
、安
ら
ぐ
事
が
で
き
る
空

間
を
誰
も
が
持
っ
て
い
る
は
ず
で

す
。そ
こ
に
こ
そ
、そ
の
人
の
ふ
る

さ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

●
11
月
号
は
俳
句・川
柳
で
す
。住
所・氏
名・電
話

番
号
を
記
入
し
、９
月
30
日（
水
）ま
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。作
品・氏
名
に
は
全
て
ふ
り
が
な
を
振
っ

て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
者
多
数
の
場
合
選
考
し
て
掲
載
し
ま
す
。

　

今
月
は
、道
の
駅
米
山「
ふ
る
里

セ
ン
タ
ー
Ｙ
・
Ｙ
」の
山
崎
準じ

ゅ
ん

一い
ち

郎ろ
う

駅
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
の
人
気
メ
ニ
ュ
ー

の
ス
ー
プ
カ
レ
ー
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
ま
し
た
。チ
キ
ン
、ポ
ー
ク
、

ハ
ン
バ
ー
グ
と
人
気
の
具
材
は
そ

の
ま
ま
で
、ス
ー
プ
に
使
用
す
る

ト
マ
ト
を
増
量
し
ま
し
た
。爽
や

か
な
酸
味
が
食
欲
を
そ
そ
り
ま

す
。特
に
お
す
す
め
な
の
が
ポ
ー

ク
で
す
。艶
の
あ
る
新
鮮
な
野
菜

の
奥
に
入
っ
て
い
る
角
切
り
肉

は
、石
越
醸
造
の
酒
粕
や
脂
肪
を

ま
ろ
や
か
に
す
る
玄
米
な
ど
こ
だ

わ
り
の
飼
料
で
育
っ
た
市
内
の
ブ

ラ
ン
ド
豚「
喜き

酔す
い

純じ
ゅ
ん

米ま
い

豚と
ん

」を
使

用
し
て
お
り
、柔
ら
か
く
濃
厚
な

甘
さ
が
ス
ー
プ
の
辛
さ
と
よ
く

合
い
ま
す
。３
月
か
ら
丼
も
の
の

テ
ー
ク
ア
ウ
ト
を
始
め
ま
し
た
の

で
、こ
ち
ら
も
お
す
す
め
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、ホ
ウ
レ

ン
ソ
ウ
な
ど
の
葉
物
が
お
す
す
め

で
す
。ま
た
、新
米
の
入
荷
が
始
ま

る
季
節
に
な
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ

ご
賞
味
く
だ
さ
い
。道

の
駅
米
山「
ふ

る
里
セ
ン
タ
ー
Ｙ
・
Ｙ
」

☎
０
２
２
０（
５
５
）２
７
４
７
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登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

く
発
生
し
て
い
ま
す
。秋
の
農
繁

期
を
迎
え
、再
度
、家
族
や
地
域
で

農
作
業
安
全
事
項
を
確
認
し
、ゆ

と
り
を
も
っ
た
正
し
い
機
械
操

作
で
、農
作
業
事
故
を
な
く
し
ま

し
ょ
う
。

❶
機
械
や
道
具
の
日
常
的
な
点
検

と
整
備
❷
休
憩
の
取
れ
る
無
理
の

な
い
作
業
❸
農
道
を
走
行
す
る
際

の
路
肩
状
況
の
確
認
❹
農
作
業
や

機
械
作
業
に
適
し
た
服
装
❺
慎
重

な
ほ
場
へ
の
出
入
り
、あ
ぜ
越
え

❻
点
検
や
調
整
時
は
、必
ず
エ
ン

ジ
ン
停
止
❼
道
路
走
行
に
備
え
、

反
射
板
の
装
着
❽
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

産
業
経
済
部
産
業

総
務
課（
産
業
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
１
６

　

農
繁
期
に
は
、ト
ラ
ク
タ
ー
な

ど
か
ら
道
路
に
泥
や
土
の
塊
な
ど

が
落
ち
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。道

路
に
落
ち
た
泥
や
土
の
塊
は
、通

行
の
妨
げ
に
な
る
だ
け
で
な
く
、

交
通
事
故
の
原
因
と
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。皆
さ
ん
が
安
全
で
快

適
に
通
行
で
き
る
よ
う
、路
面
清

掃
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

建
設
部
建
設
総
務

課（
道
路
河
川
管
理
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
６
５

し
た
写
真
を
貼
付
し
た
履
歴
書
を

東
和
町
森
林
組
合
事
務
所
へ
提
出

※
履
歴
書
は
市
販
の
も
の
で
可

※
郵
送
も
可

10
月
31
日（
土
）必
着

東
和
町
森
林
組
合

総
務
課

〒
９
８
７
―
０
９
０
１
／
登
米
市

東
和
町
米
川
字
小
田
１
１
０
―
１

☎
０
２
２
０（
４
５
）２
５
５
１

　

近
年
、農
繁
期
に
は
、機
械
の
操

作
ミ
ス
や
慣
れ
か
ら
く
る
油
断
に

よ
り
農
作
業
中
の
重
大
事
故
が
多

催
。錦
秋
の
大
空
に
色
と
り
ど
り

の
気
球
の
華
を
咲
か
せ
ま
す
。

　

熱
気
球
は「
見
え
な
い
風
」に
乗

る
自
然
に
優
し
い
乗
り
物
で
す
。

風
向
き
に
よ
っ
て
飛
行
す
る
方
向

が
決
ま
る
た
め
、離
着
陸
す
る
場

所
は
分
か
り
ま
せ
ん
。皆
さ
ん
の

田
ん
ぼ
な
ど
へ
着
陸
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
関
・
平
泉
バ

ル
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委

員
会（
事
務
局
＝
一
関
市
商
工
労

働
部
観
光
物
産
課
）

☎
０
１
９
１（
２
１
）８
４
１
３

　

黄
金
色
に
実
る
稲
穂
が
風
に
な

び
い
て
こ
う
べ
を
垂
れ
る
収
穫
の

秋
。遠
山
之
里
で
は
、米
ど
こ
ろ
登

米
市
の
新
米
や
地
場
の
新
鮮
野
菜

を
中
心
と
し
た
収
穫
祭
を
開
催
し

若
干
名

令
和
３
年
４
月
１
日

次
の
全
て
の
要
件
に

該
当
す
る
人
❶
令
和
３
年
３
月
31

日
現
在
で
18
歳
以
上
25
歳
以
下
で

高
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る

❷
簡
単
な
文
書
作
成
や
表
計
算
な

ど
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
❸
令

和
３
年
３
月
31
日
ま
で
に
普
通
運

転
免
許
を
取
得
し
て
い
る

▼
１
次
試
験
＝
11
月
11

日（
水
）午
前
９
時
30
分
〜
正
午
▼

２
次
試
験
＝
11
月
18
日（
水
）（
予

定
）

東
和
町
森
林
組
合

（
会
議
室
）

▼
１
次
試
験
＝
筆
記

試
験
、作
文
▼
２
次
試
験
＝
第
１

次
試
験
合
格
者
を
対
象
に
面
接

３
カ
月
以
内
に
撮
影

持
っ
て
い
る
こ
と
が
条
件
と
な
り

ま
す
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
を

十
分
に
講
じ
た
上
で
撮
影
を
実
施

し
ま
す
の
で
、皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。撮

影
は
全
て
非
公
開
で
一
般
見
学
は

で
き
ま
せ
ん
。

ま
ち
づ
く
り
推
進

部
観
光
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

課（
観
光
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
係
） 

☎
０
２
２
０（
２
３
）７
３
３
１

林
業
の
一
般
的
な
組

合
事
務
な
ど
に
従
事

　

秋
の
風
物
詩「
一
関
・
平
泉
バ

ル
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」を
、10

月
16
日（
金
）か
ら
18
日（
日
）ま
で

一
関
水
辺
プ
ラ
ザ
を
主
会
場
に
開

ま
す
。

10
月
24
日（
土
）、25
日

（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
よ
ま
観
光
物
産
セ
ン

タ
ー「
遠
山
之
里
」とよ

ま
観
光
物
産

セ
ン
タ
ー「
遠
山
之
里
」

☎
０
２
２
０（
５
２
）５
５
６
６

　

親
子
で
楽
し
み
な
が
ら
職
業
訓

練
を
体
験
し
、も
の
づ
く
り
の
楽

し
さ
や
将
来
の
仕
事
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

自
動
車
整
備
科
、金
属
加
工
科
、

木
工
科
の
指
導
員
と
在
校
生
が
サ

ポ
ー
ト
し
、職
業
訓
練
の
一
部
を

親
子
で
体
験
で
き
ま
す
。

10
月
18
日（
日
）

▼
訓
練
体
験
／
午
前
の
部
＝
午
前

９
時
45
分
、午
後
の
部
＝
午
後
０

時
45
分
か
ら
受
付
開
始

▼
自
由
体
験
／
午
前
10
時
〜
午
後

３
時

石
巻
高
等
技
術
専
門
校

小
学
生
と
そ
の
保
護
者

無
料不

要
。訓
練
体
験
は

当
日
先
着
順
に
な
り
ま
す

※
軽
作
業
に
適
し
た
服
装
と
運
動

靴
で
お
越
し
く
だ
さ
い

石
巻
高
等
技
術
専

門
校

☎
０
２
２
５（
２
２
）１
７
１
９

　

本
市
が
舞
台
の
１
つ
と
な
る
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説「
お
か

え
り
モ
ネ
」の
市
内
で
の
撮
影
が

今
秋
か
ら
始
ま
る
予
定
で
す
。撮

影
に
合
わ
せ
、市
民
エ
キ
ス
ト
ラ

を
募
集
し
ま
す
。

　

募
集
内
容
な
ど
詳
細
は
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
興
味
の
あ
る
人
は
、確
認

い
た
だ
き
、ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、応
募
し
た
全
て
の
人
が

エ
キ
ス
ト
ラ
と
し
て
撮
影
に
参
加

で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、エ
キ
ス
ト
ラ
決
定
な
ど

の
連
絡
方
法
は
、電
子
メ
ー
ル
が

基
本
と
な
る
た
め
、応
募
に
あ

た
っ
て
は
、メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を

☎

▶
☎
☎
☎
☎

▶
☎

▶
☎

▶
☎

▶
☎

▶
☎
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紙
の
調
査
票
で
回
答
く
だ
さ
い
。

調
査
票
は
、郵
送
で
も
提
出
が
可

能
で
す

９
月
14
日（
月
）か
ら

調
査
員
が
配
布
し
ま
す

❶
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

＝
９
月
14
日
〜
10
月
７
日
❷
調
査

票（
紙
）＝
10
月
１
〜
７
日

ま
ち
づ
く
り
推
進

部
ま
ち
づ
く
り
推
進
課（
統
計
作

業
分
室
）　

☎
０
２
２
８（
３
４
）２
３
１
４

　

市
は
、東
北
労
働
金
庫
と
提
携

し
、勤
労
者
の
生
活
の
安
定
を
目

的
に
低
金
利
で
各
種
資
金
を
融
資

し
て
い
ま
す
。

次
の
全
て
の
要
件
に
該

　

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
や
携
帯
電

話
、パ
ソ
コ
ン
、加
熱
式
た
ば
こ
に

使
用
さ
れ
て
い
る
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
電
池
な
ど
の
小
型
充
電
式
電
池

や
ボ
タ
ン
電
池
、ス
プ
レ
ー
缶
な

ど
は
、ご
み
収
集
車
の
中
で
の
圧

縮
や
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
の
破

砕
処
理
の
衝
撃
に
よ
り
炎
が
発
生

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

収
集
作
業
中
の
火
災
は
円
滑
な

ご
み
収
集
に
影
響
を
及
ぼ
す
だ
け

で
な
く
、重
大
な
事
故
に
つ
な
が

る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
の
で
、絶
対

に
指
定
の
ご
み
袋
に
は
入
れ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

　

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
、ニ
カ

ド
電
池
、ニ
ッ
ケ
ル
水
素
電
池
な

ど
の
小
型
充
電
式
電
池
は
、リ
サ

イ
ク
ル
で
き
る
貴
重
な
資
源
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
製
品

は
家
電
量
販
店
な
ど
で
リ
サ
イ
ク

ル
回
収
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ボ
タ
ン
電
池
に
は
体
に
有
害
な

微
量
の
水
銀
が
含
ま
れ
て
い
る
場

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

合
が
あ
る
こ
と
か
ら
、ボ
タ
ン
電

池
回
収
推
進
セ
ン
タ
ー
の
回
収
協

力
店
な
ど
で
回
収
し
リ
サ
イ
ク
ル

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、電
池
は
金
属
端
子
部
分

を
テ
ー
プ
で
絶
縁
し
て
処
分
し
て

く
だ
さ
い
。ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

へ
持
ち
込
む
場
合
は
、係
員
に
直

接
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

環
境
事
業
所
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー（
管
理
係
）

☎
０
２
２
５（
７
６
）０
１
０
２

　

総
務
省
に
よ
る
周
波
数
再
編
に

よ
り
、10
月
22
日（
木
）か
ら
試
験

電
波
が
発
射
さ
れ
、市
内
の
一
部

地
域
で
受
信
障
害
が
発
生
し
、テ

レ
ビ
放
送
が
正
常
に
視
聴
で
き
な

く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
受
信
障
害
対
策
は
、

７
０
０
Ｍメ

ガ
ヘ
ル
ツ

Ｈ
ｚ
利
用
推
進
協
会
が

実
施
し
て
お
り
、受
信
障
害
が
発

生
す
る
可
能
性
が
あ
る
世
帯
に

は
、試
験
前
に
チ
ラ
シ
が
配
布
さ

れ
ま
す
。特
に
対
策
が
必
要
な
世

帯
に
は
、テ
レ
ビ
受
信
障
害
対
策

員
証
を
携
行
し
た
工
事
作
業
者
が

直
接
家
庭
を
訪
問
し
ま
す
。

　

対
策
費
用
を
請
求
す
る
こ
と
は

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、詐
欺

行
為
や
悪
徳
商
法
な
ど
に
は
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。テ
レ
ビ
放

送
が
正
常
に
視
聴
で
き
な
く
な
っ

た
、不
審
な
訪
問
が
あ
っ
た
場
合

は
、左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
テ

レ
ビ
受
信
障
害
対
策
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー（
年
中
無
休
／
受
付
時
間
＝

午
前
９
時
〜
午
後
10
時
）

☎
０
１
２
０（
７
０
０
）０
１
２

☎
０
５
０（
３
７
８
６
）０
７
０
０

　

国
勢
調
査
は
、日
本
の
人
口
や

世
帯
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
、５
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
、令
和

２
年
の
国
勢
調
査
は
、大
正
９
年

の
調
査
開
始
か
ら
１
０
０
年
の
節

目
に
な
る
調
査
で
す
。調
査
結
果

は
、生
活
環
境
の
改
善
、雇
用
政

策
、防
災
対
策
な
ど
、私
た
ち
の
暮

ら
し
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
ま

す
。

　

調
査
は
、調
査
員
の
マ
ス
ク
着

用
を
徹
底
す
る
な
ど
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
を

講
じ
て
実
施
し
ま
す
。調
査
員
が

調
査
書
類
の
配
布
に
伺
い
ま
す
の

で
、協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
２
年
10
月
１
日
現

在
、日
本
に
住
ん
で
い
る
全
て
の

人
お
よ
び
世
帯イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

　

平
成
31
年
４
月
か
ら
出
産
前
後

の
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ

る
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

平
成
31
年
２
月
１
日
以
降
に
出

産
し
た
人
が
対
象
で
、出
産
予
定

日
ま
た
は
出
産
日
の
月
の
前
月
か

ら
４
カ
月
間
、国
民
年
金
保
険
料

が
免
除
に
な
り
ま
す
。

㊐

◉

☎

　

出
産
予
定
日
の
６
カ
月
前
か
ら

届
出
が
で
き
ま
す
の
で
、お
早
め

の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

届
出
用
紙
は
、日
本
年
金
機
構

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
る
ほ
か
、各
総
合
支
所
市

民
課
ま
た
は
年
金
事
務
所
に
備
え

付
け
て
あ
り
ま
す
。

▼
年
金
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）０
０
４

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課（
年

金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

当
す
る
人
❶
市
内
に
住
所
を
置

き
、勤
労
し
て
い
る
❷
申
し
込
み

時
の
年
齢
が
満
18
歳
以
上
、勤
続

年
数
１
年
以
上
、前
年
の
年
収
が

１
５
０
万
円
以
上
❸
東
北
労
働
金

庫
の
審
査
基
準
を
満
た
す
こ
と

※
未
成
年
の
場
合
は
親
権
者
の
同

意
が
必
要
で
す

東
北

労
働
金
庫
迫
支
店

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
５
１
１

❶
❷
❸
❹

☎

下田中53番地8
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が
い
福
祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

０
２
２
０（
５
８
）２
３
７
５

　

空
き
家
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
お

よ
び
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

10
月
23
日（
金
）午
後
１
時

30
分
〜
５
時

迫
公
民
館（
軽
運
動
場
）

無
料電

話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い

住
教
育
推

心
し
て
相
談
く
だ
さ
い

10
月
18
日（
日
）❶
午
前
10

時
〜
10
時
45
分
❷
午
前
11
時
〜
11

時
45
分
❸
午
後
１
時
15
分
〜
２
時

❹
午
後
２
時
15
分
〜
３
時

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

（
研
修
室
３
）無

料

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す

ハ
ピ
ふ
る
ネ
ッ
ト

（
担
当
＝
伊
藤
、千
葉
）

☎
０
７
０（
５
４
７
４
）４
６
８
３

　

Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ

オ
レ
ン
ス
）や
離
婚
、虐
待
、セ
ク

ハ
ラ
、家
族
の
悩
み
ご
と
な
ど
、人

間
関
係
で
悩
む
女
性
の
た
め
の
面

〜
４
時
10
分

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

及
川
毅つ

よ
し（
弁
護
士
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
７

無
料（
要
電
話
予
約
）

市
民
生
活
部
市
民

生
活
課（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

　

こ
れ
か
ら
の
縁
づ
く
り
を
お
手

伝
い
し
ま
す
。

結
婚
に
関
す
る
こ
と
で

悩
ん
で
い
る
人
や
そ
の
家
族

※
結
婚
相
談
会
は
結
婚
相
手
を
紹

介
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

個
人
情
報
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
安

10
月
１
日（
木
）〜
12
月
31

日（
木
）市

内
12
店
舗
に
よ
る
登
米

産
リ
ン
ゴ
の
菓
子
、料
理
な
ど
の

提
供

県
東
部
地
方
振
興

事
務
所
登
米
地
域
事
務
所
地
方
振

興
部

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
２
３

10
月
27
日（
火
）❶
午
前
９

時
30
分
〜
❷
午
前
11
時
〜
❸
午
後

１
時
30
分
〜
❹
午
後
３
時
〜

県
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

登
米
地
域
事
務
所

※
職
業
の
あ
っ
せ
ん
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す

▼
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー「
ゆ
い
」

☎
０
２
２
０（
２
１
）１
０
１
１

０
２
２
０（
２
１
）１
０
１
２

▼
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
課（
障

進
機
構
全
国
古
民
家
再
生
協
会
宮

城
第
一
支
部

☎
０
２
２（
３
４
１
）４
３
５
１

　

交
通
事
故
や
脳
卒
中
な
ど
に
よ

り
高
次
脳
機
能
障
害
が
あ
る
人
の

家
族
を
対
象
に
、日
頃
抱
え
て
い

る
悩
み
や
思
い
を
語
り
、お
互
い

を
支
え
合
う
関
係
を
つ
く
る
場
と

し
て
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

10
月
30
日（
金
）午
後
２
時

〜
４
時

清
野
千ち

賀か

子こ

氏

（
み
や
ぎ
高
次
脳
機
能
障
害
ピ
ア

サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
七
夕
代
表
）

　

飲
酒
・
薬
物
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
な
ど

の
問
題
で
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人

や
そ
の
家
族
を
対
象
に
相
談
員
に

よ
る
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

10
月
６
日（
火
）午
後
１
時

30
分
〜
４
時
30
分

精
神
保
健
福
祉
士

登
米
保
健
所

無
料

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す

登
米

保
健
所（
母
子
・
障
害
班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
８

10
月
23
日（
金
）午
後
１
時

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
し
て
の
誹ひ

謗ぼ
う

中
傷
や
臆
測
に

よ
る
情
報
発
信
な
ど
は
、い
わ
れ

の
な
い
不
当
な
差
別
や
偏
見
を
生

み
出
す
な
ど
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
と
と
も
に
、感
染
者
や
濃
厚
接

触
者
の
把
握
、感
染
経
路
の
特
定

に
支
障
を
来
す
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。

　

誹
謗
中
傷
や
臆
測
に
基
づ
く
情

報
の
拡
散
な
ど
の
行
為
は
絶
対
せ

ず
に
、冷
静
な
行
動
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
事
務
局

▼
総
務
部
総
務
課（
防
災
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
１

▼
市
民
生
活
部
健
康
推
進
課（
保

健
推
進
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

　　

昔
懐
か
し
い
あ
っ
さ
り
し
た
味

で
今
や
稀
少
な
品
種
で
あ
る
サ
サ

ニ
シ
キ
と
樹
上
で
完
熟
さ
せ
た
リ

ン
ゴ
は
登
米
市
を
代
表
す
る
秋
の

実
り
で
す
。

　

こ
の
秋
は
、市
内
飲
食
店
や
菓

子
店
で
登
米
産
サ
サ
ニ
シ
キ
や
リ

ン
ゴ
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

10
月
３
日（
土
）〜
11
月
29

日（
日
）の
土
日
、祝
日

市
内
18
店
舗
に
よ
る
登
米

産
サ
サ
ニ
シ
キ
の
ご
飯
、お
に
ぎ

り
、寿
司
な
ど
の
提
供

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で

（令和２年８月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計（前月比）

迫 7,560 9,689 10,236 19,925 （▲15）

登米 1,785 2,257 2,432 4,689 （▲8）

東和 2,315 2,967 3,049 6,016 （▲9）

中田 5,223 7,605 7,889 15,494 （▲12）

豊里 2,130 3,160 3,210 6,370 （▲9）

米山 2,847 4,391 4,485 8,876 （▲12）

石越 1,561 2,330 2,344 4,674 （▲14）

南方 2,741 4,138 4,281 8,419 （▲3）

津山 1,142 1,511 1,642 3,153 （1）

合計 27,304 38,048 39,568 77,616 （▲81）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています。

　これからの時期は日没が早まり、夜間の交通事故が多発し
ます。特に、夜間外出する際は反射材を身につけ、交通事故に
遭わないように注意しましょう。

（令和２年８月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
Ｒ２ Ｒ１ 増減数

人身事故
発生件数 83件 94件 ▲11件

死者数 ２人 ２人 ０人

負傷者数 103人 120人 ▲17人

物損事故
発生件数 764件 904件 ▲140件

※Ｒ２年１月からの延べ件数（前年同時期と比較）

市内放射線の測定結果

測定地点 測定結果 天気
消防署 0.05 雨
消防署北出張所（石越） 0.04 雨
消防署東出張所（東和） 0.04 雨
消防署津山出張所 0.05 雨
消防署南出張所（豊里） 0.04 雨
消防署西出張所（南方） 0.04 雨

ハローワークはさまで発行している求人情報を掲載
掲載日は祝日を除く毎週火曜日の午後３時です

接
相
談
と
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
な
い
で
、気
軽
に
相

談
く
だ
さ
い
。相
談
は
無
料
で
、秘

密
は
守
り
ま
す
。

10
月
21
日（
水
）午
前
10
時

30
分
〜
午
後
４
時

10
月
７
日（
水
）午
後
１
時

30
分
〜
４
時

登
米
保
健
所

開
催
前
日
ま
で
に
、

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※
託
児
希
望
者
は
６
日
前
ま
で
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い

県
東

部
保
健
福
祉
事
務
所
登
米
地
域
事

務
所（
母
子
・
障
害
班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
８

☎

❶

❷

❸

あ き こ



編

集

後

記

▼
交
差
点
で
停
止
中
、車
の
ス

テ
レ
オ
か
ら
懐
か
し
い
音
楽

が
。周
波
数
は
76
・
７
Ｍ
Ｈ
ｚ
。

ふ
と
対
向
車
に
目
線
を
向
け
る

と
、信
号
待
ち
す
る
ト
ラ
ッ
ク

の
運
転
手
が
そ
の
音
楽
を
口
ず

さ
む
の
を
目
撃
。は
っ
と
エ
フ

エ
ム
が
こ
の
ま
ち
に
根
付
い
て

い
る
こ
と
を
実
感
し
た
瞬
間
で

し
た
。（
三
浦
）

▼
住
む
と
こ
ろ
は
違
っ
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
は
昔
か
ら

伝
わ
っ
て
き
た
伝
統
や
文
化
が

あ
り
ま
す
。「
自
分
に
は
関
係

な
い
」、「
今
の
時
代
に
必
要
な

い
」と
つ
い
考
え
て
し
ま
い
ま

す
が
、な
ぜ
伝
統
を
守
る
の
か
、

あ
る
い
は
守
る
べ
き
こ
と
な
の

か
、よ
く
考
え
て
み
る
必
要
が

あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し

た
。（
佐
々
木
）

▼
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
中
止
、全

国
総
文
祭
は
ウ
ェ
ブ
開
催
に
な

り
ま
し
た
。い
つ
も
と
違
う
夏

に
、高
校
生
は
残
念
な
気
持
ち

を
持
ち
な
が
ら
も
、代
替
大
会

や
ウ
ェ
ブ
で
の
開
催
企
画
に
感

謝
し
、す
で
に
前
を
向
い
て
い

ま
し
た
。高
校
生
か
ら
変
化
を

受
け
入
れ
る
柔
軟
な
対
応
力
を

学
び
ま
し
た
。（
小
野
寺
）

（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
https://mail.cous.jp/tomecity/

　菅原さんは赤谷神楽保存会に所属し、市内外の
イベントに出演。演目「鞍

くら　ま　やま

馬山の牛若丸」では主役
の牛若丸を演じている。神楽を始めたのは、１年前
津島神社の祭事でみこしを担いだ時、視界に入っ
てきた赤谷神楽の荘厳な舞いに心を動かされたこ
とがきっかけ。以前から神楽に興味を持っていた
こともあり入会を申し出た。
　目で見た動き、耳から入った音をひたすら反復
して体に染み込ませるのが神楽の稽古。太鼓や鉦

かね

のリズムも一朝一夕には身に付かない。始めて数
カ月は、自宅はもちろん出掛けた先でも所作やせ
りふを反復した。「牛若丸は基本の所作に加え相手
と刀を交える場面がある。抑揚をつけた動作も求
められる基礎技術の集大成の演目」と工藤貞

さだ

夫
お

代

表。始めて半年、主役としての初舞台を踏んだ。緊
張で身のこなしが硬くなり、ただ舞うことが精一
杯。頭の中が真っ白になり肝心な場面でせりふが
出ない。舞台が終わっても満足感はなく、後悔だけ
が残った。その悔しさを糧に練習を重ね、今では
「練習がストレス発散」と神楽が楽しみに。「神楽は
伝統芸能であり神事。緊張感ある神聖な舞台で舞
うことで普段感じられない凛とした気持ちにな
る。昔から伝わってきたものや行いには、それぞれ
意味がある」と伝統への思いを話す。
　「若い人たちが自分の舞いを見て、神楽をやって
みたいと感じてくれたらうれしい」―。地域に伝わ
る伝統を守るため、次代につなぐ橋渡しの舞いは
続く。

Profi le

赤谷神楽（石越町）は市指定文化財に
登録。南部神楽の系譜で、太鼓や鉦

かね

の
音が舞い手のせりふと一体となり、
見る人の心を熱くさせる。
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